
新川小学校

地域の教育力を活かした学びの充実

【目ざしたい子どもの姿】
相手の思いに寄り添い、
よりよい社会を創りあげていく子ども

学びに体験的活動を織り交ぜる
地域の「ひと・もの・こと」に直接触れ合う活動を重視する



令和4年度～5年度
○教職員校内研修

○新川校区社会福祉協議会での周知

○地域の方との熟議・意見交流

○地域連携カリキュラムづくりをスタート
教育活動への保護者や地域の方の協力

○「生活を支える」「学びを支える」の2本柱で



各学年の地域連携カリキュラムの作成

「いつ、どの活動で、何をするのか」をわかるようにすることが、
地域と学校とが、協働しやすくなり、活動の広がりにつながる



協働活動の充実と連携体制の強化のために

社会福祉協議会（定期的に校区の

各種団体が顔を合わせ、情報交換等

を行っている）を地域学校協働本部

として位置づける

地域への発信
ホームページで周知

学校課題の共有ができる

教育活動への理解を求める場にもなる 理解と協力の広がりを



連携を図るための
連絡ツールの検討・活用

⇒「デンタツくん」

地域ボランティア組織
「新川コネット」の
立ち上げと登録者募集

学校と地域の円滑な連携
・効率的に ・すばやく
・タイムリーに

・やりたいときに気軽に参加
・多くの人が参加
・長く継続していけるように



令和5年度 地域学校協働活動

（2年 校区探検見守り） （３年 公園ボランティアの話を聞く会）
（４年 豊橋筆）

（牛乳パックの片づけ） （通学路 歩道橋見守り） （側溝掃除）


